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総
代
会
長
　
小
　
尾
　
　
　
武 

　
東
日
本
大
震
災
の
発
声
か
ら
五

年
と
な
る
三
月
十
一
日
を
前
に
、

神
道
政
治
連
盟
国
会
議
員
懇
談
会

が
主
催
す
る
東
日
本
大
震
災
物
故

者
慰
霊
祭
が
、
宮
城
県
名
取
市
の

慰
霊
碑
前
広
場
で
三
月
六
日
に
執

り
行
わ
れ
た
。
慰
霊
祭
に
は
議
員

懇
談
会
か
ら
中
曽
根
弘
文
代
行
や

山
谷
え
り
子
、
有
村
治
子
両
副
幹

事
長
な
ど
が
参
列
。
神
政
連
や
県

内
神
社
の
関
係
者
、
佐
々
木
一
十

郎
市
長
、
地
元
住
民
な
ど
計
三
百

人
が
祭
場
に
参
集
し
た
。 

　
祭
典
で
は
、
神
政
連
宮
城
県
本

部
本
部
長
を
務
め
る
宮
城
県
護
国

神
社
の
田
中
光
彦
宮
司
が
斎
主
を

奉
仕
。
神
事
の
後
、
長
曽
我
部
会

長
と
田
中
総
長
、
大
友
氏
の
三
人

が
挨
拶
に
立
っ
た
。
こ
の
中
で
長

曽
我
部
会
長
は
天
皇
陛
下
が
昨
年

の
追
悼
式
で
述
べ
ら
れ
た
「
こ
れ

か
ら
も
国
民
皆
が
心
を
一
つ
に
し

て
寄
り
添
っ
て
行
く
事
が
大
切
。

教
訓
を
決
し
て
忘
れ
る
事
な
く
子

孫
に
伝
え
、
よ
り
安
全
な
国
土
を

築
く
べ
く
努
力
を
続
け
る
事
が
重

要
」
と
の
お
言
葉
を
紹
介
。
陛
下

の
大
御
心
に
従
い
、
被
災
者
に
安

寧
の
日
々
が
戻
る
よ
う
尽
力
す
る

旨
を
述
べ
た
。 

　
神
社
本
庁
統
理
の
代
理
と
し
て

挨
拶
し
た
田
中
総
長
は
「
地
域
の

中
核
に
あ
る
氏
神
の
復
興
、
祭
事

の
再
興
こ
そ
が
地
域
の
精
神
的
支

柱
と
な
る
」
旨
を
披
瀝
。
「
ひ
と

時
た
り
と
も
被
災
者
の
方
々
の
悲

し
み
を
忘
れ
る
事
の
な
い
よ
う
天

皇
、
皇
后
両
陛
下
の
大
御
心
に
寄

り
添
い
な
が
ら
復
興
に
あ
た
り
た

い
」
と
語
っ
た
。 

　
ま
た
娘
を
津
波
で
失
っ
た
大
友

氏
は
「
閖
上
の
町
の
多
く
の
被
災

地
も
復
興
途
上
に
あ
る
。
私
達
は

亡
き
人
々
の
為
に
も
、
ま
た
こ
れ

か
ら
の
人
々
の
為
に
も
皆
で
力
を

合
わ
せ
、
あ
の
元
気
な
町
が
再
興

さ
れ
る
よ
う
進
ん
で
参
り
た
い
。

未
だ
肉
親
の
元
に
帰
れ
な
い
御
霊

が
一
日
も
早
く
懐
か
し
い
人
の
元

で
休
ま
れ
る
よ
う
念
じ
て
ま
す
」

と
の
思
い
を
語
っ
た
。 

　
慰
霊
祭
の
後
開
か
れ
た
連
絡
会

で
は
、
稲
田
朋
美
自
民
党
政
務
調

査
会
長
、
佐
々
木
市
長
も
挨
拶
を

述
べ
た
。
こ
の
中
で
中
曽
根
会
長

代
行
は
、
大
震
災
か
ら
五
年
が
経

と
う
と
す
る
中
、
今
尚
帰
還
の
見

通
し
が
立
た
な
い
避
難
者
が
十
七

万
人
以
上
に
の
ぼ
る
事
を
説
明
。

「
こ
の
様
な
悲
し
み
が
繰
り
返
さ

れ
る
事
の
な
い
よ
う
、
震
災
の
教

訓
を
後
世
に
伝
え
、
災
害
に
強
い

強
靱
な
国
造
り
を
進
め
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
」
と
の
決
意
を

述
べ
た
。 

　
ま
た
安
倍
総
裁
か
ら
の
挨
拶
文

で
は
、
震
災
直
後
か
ら
神
社
関
係

者
が
慰
霊
祭
の
斎
行
を
含
む
支
援

活
動
に
乗
り
出
し
た
事
へ
の
謝
意

を
表
明
。
慰
霊
祭
と
連
絡
会
は
、

平
成
二
十
四
年
三
月
十
日
に
も
福

島
県
相
馬
市
で
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
で
二
度
目
と
な
る
。 

東
日
本
大
震
災
五
年
慰
霊
祭 

　
　
　
　
　
　
に
参
列
し
て 

　
本
年
は
神
社
本
庁
が
設
立
七
十

年
を
迎
え
ま
す
。
又
山
梨
県
神
社

庁
も
設
立
七
十
年
の
佳
節
の
年
で

も
あ
り
ま
す
。
戦
前
は
国
家
神
道

と
し
て
国
、
県
、
市
、
村
が
護
持

運
営
を
担
っ
て
い
ま
し
た
が
、
戦

後
連
合
国
総
司
令
部
は
日
本
改
造

の
一
環
と
し
て
、
神
道
指
令
を
発

し
、
神
社
を
国
家
か
ら
の
分
離
を

命
じ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
七
十
年

の
間
、
人
か
ら
人
へ
、
心
か
ら
心

を
繋
ぎ
宗
教
法
人
と
し
て
歩
ん
で

参
り
ま
し
た
。 

　
当
神
社
の
外
郭
団
体
甲
府
伊
勢

講
が
半
世
紀
を
越
え
五
十
一
年
目

を
歩
み
出
し
、
敬
神
婦
人
会
は
設

立
二
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
何
周
年
、
何
年
、
何
歳

と
歳
を
迎
え
る
事
は
、
一
年
一
年

の
年
輪
を
重
ね
て
き
た
証
で
あ
り

ま
す
。
当
初
と
は
時
代
の
変
遷
に

よ
り
状
況
が
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。

先
人
達
が
そ
の
時
代
を
し
っ
か
り

歩
み
、
繋
い
で
き
た
か
ら
こ
そ
、

本
年
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
節
目
を
迎
え
る
度
思

う
こ
と
は
、
今
生
か
さ
れ
て
い
る

事
の
尊
さ
と
、
今
そ
の
時
に
関
わ

っ
て
い
る
事
が
ど
れ
程
重
要
な
一

時
で
あ
る
か
痛
感
い
た
し
ま
す
。 

　
私
達
は
日
常
生
活
を
極
普
通
に
、

当
た
り
前
の
よ
う
に
営
ん
で
い
ま

す
が
、
こ
の
日
常
生
活
が
未
来
に

向
か
い
、
ど
れ
だ
け
意
義
あ
る
日
々

な
の
か
認
識
す
る
必
要
性
が
あ
り

ま
す
。
今
、
生
か
さ
れ
て
い
る
事

は
、
先
人
か
ら
の
意
志
を
受
け
、

苦
楽
が
あ
ろ
う
と
も
世
の
為
、
人

の
為
に
歩
む
責
任
が
あ
り
、
次
の

時
代
へ
と
橋
渡
し
を
し
て
い
く
役

目
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
当
神
社
が
鎮
座
す
る
太
田
町
の

自
治
会
有
志
の
方
々
に
よ
り
国
旗

掲
揚
運
動
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

昭
和
中
期
頃
ま
で
は
祝
祭
日
に
は

家
毎
に
日
の
丸
国
旗
を
掲
揚
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
は

徐
々
に
掲
揚
す
る
家
が
減
少
し
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
有
志
の
方
々

が
日
本
の
文
化
と
し
て
、
日
本
の

心
を
伝
え
合
お
う
と
国
旗
掲
揚
運

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
行

動
が
日
本
の
心
を
次
の
時
代
へ
と

繋
ぐ
行
動
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

　
日
本
文
化
、
心
を
次
世
代
に
繋

ぎ
、
十
年
後
に
は
素
晴
ら
し
い
社

会
環
境
に
な
っ
て
い
る
よ
う
神
社

に
関
わ
る
方
々
と
共
に
歩
ん
で
参

り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

宮
　
司
　
根
　
津
　
泰
　
昇 

時
の
尊
さ 

U
U

U
U

U
U

U
U
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正
ノ
木
祭
り
を
迎
え 

正
ノ
木
祭
り
実
行
委
員
長
　
藤
　
本
　
　
　
浩 

五
月
二
日
貊 

・
献
木
祭
　
　
午
前
十
時   

・
前
夜
祭
　
　
午
後
六
時   

・
飯
野
の
り
子
歌
謡
シ
ョ
ー 

　
　
　
　
午
後
七
時
〜
八
時
三
十
分 

　
　
三
日
豸 

・
例
大
祭
　
　
午
前
十
時
〜 

・
宮
神
輿
渡
御
　
　
午
前
十
一
時 

　
　
宮
神
輿
　
子
供
神
輿 

　
　
町
内
神
輿 

　
　
甲
府
商
工
会
議
所
山
車 

・
宮
神
輿
還
御 

　
　
　
　
　
　
午
後
三
時
三
十
分
頃 

※
甲
府
囃
子
は
宮
神
輿
の
近
く
で
演
奏
あ
り 

・
奉
納
相
撲
大
会
　
　
午
前
十
一
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
午
後
三
時 

・
バ
ザ
ー
　
　
正
午
〜
午
後
一
時 

・
崇
敬
青
年
会
主
催
行
事 

　
　
　
　
午
後
五
時
三
十
分
〜
八
時 

　
（
神
部
冬
馬
コ
ン
サ
ー
ト
他
） 

　
　
四
日
（
月
・
祝
） 

・
二
之
祭
　
　
　
午
前
九
時
〜 

・
神
社
舞
台
　
午
前
十
時
〜
午
後
八
時 

　
（
ご
当
地
ア
イ
ド
ル 

　
　
　
　
「F

U
JI SA

K
U
R
A

塾
」 

　
　
平
元
会
　
三
味
線
演
奏
　
他
） 

　
　
五
日
（
火
・
祝
） 

・
三
之
祭
　
　
　
午
前
九
時
〜 

・
神
社
舞
台
　
午
前
十
時
〜
午
後
八
時 

　
（
バ
ン
ド
　
さ
　
し
ょ
う
の
き 

　
　
ご
当
地
ア
イ
ド
ル 

　
　
　
　
「F

U
JI SA

K
U
R
A

塾
」 

　
　
童
謡
　
ち
ゃ
ん
こ
の
会
　
他
） 

※
三
日
〜
五
日
「
さ
る
ま
わ
し
」 

　
随
時
開
催 

※
詳
し
く
は
「
稲
積
神
社
」
を
検
索 

平
成
二
十
八
年
度 

正
ノ
木
例
大
祭
神
賑
行
事
（
予
定
） 
  

当
日
早
旦
社
殿
を
装
飾
す 

時
刻
　
参
列
者
所
定
の
座
に
著
く 

　
是
よ
り
先
手
水
及
修
祓
の
儀
あ
り 

時
刻
　
宮
司
以
下
祭
員
辛
櫃
を
奉

じ
て
参
進 

　
是
よ
り
先
手
水
の
儀
あ
り 

次
　
宮
司
以
下
祭
員
祓
所
に
著
く 

次
　
宮
司
以
下
祭
員
修
祓 

次
　
宮
司
以
下
祭
員
参
進
所
定
の

　
　
座
に
著
く 

次
　
宮
司
一
拝 

　
諸
員
之
に
傚
う 

次
　
宮
司
御
扉
を
開
き
畢
り
て
側

　
　
に
候
す 

　
此
の
間
奏
楽
警
蹕
　
諸
員
磬
折 

次
　
禰
宜
以
下
祭
員
神
饌
を
供
す 

　
此
の
間
奏
楽 

次
　
全
国
稲
荷
会
の
幣
帛
料
を
奉
る 

次
　
宮
司
祝
詞
を
奏
す 

　
此
の
間
諸
員
磬
折 

次
　
宮
司
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼 

　
禰
宜
以
下
祭
員
列
拝 

次
　
参
列
者
玉
串
を
奉
り
て
拝
礼 

次
　
宮
司
遷
御
祝
詞
奏
す 

次
　
神
輿
に
遷
御 

　
此
の
間
奏
楽 

次
　
宮
司
発
輿
祝
詞
奏
す 

次
　
宮
司
一
拝 

　
諸
員
之
に
傚
う 

次
　
宮
司
以
下
退
出 

次
　
　
第 

　
五
月
晴
れ
の
空
に
鯉
の
ぼ
り
が

泳
ぐ
良
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

　
さ
て
、
今
年
も
正
ノ
木
祭
り
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
五

月
二
日
の
前
夜
祭
、
三
日
例
大
祭
、

四
日
二
之
祭
、
五
日
三
之
祭
、
成

就
祭
と
四
日
間
に
わ
た
る
祭
典
で
、

期
間
の
長
い
こ
と
で
は
全
国
的
に

も
め
ず
ら
し
く
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
ま
さ
に
歴
史
と
伝
統
の
あ
る

祭
典
で
あ
り
、
県
内
は
も
と
よ
り

近
県
か
ら
も
多
く
の
参
拝
者
が
訪

れ
る
お
祭
り
で
あ
り
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
正
ノ
木
祭
り
の
メ
イ

ン
会
場
と
な
る
遊
亀
公
園
の
中
も

甲
府
市
役
所
の
新
庁
舎
が
完
成
し

た
こ
と
に
よ
り
、
公
園
内
の
東
南

方
向
に
あ
っ
た
市
役
所
の
出
先
機

関
も
整
理
さ
れ
駐
車
場
と
な
り
、

ス
ペ
ー
ス
が
広
が
っ
た
こ
と
か
ら
、

多
く
の
露
店
が
遊
亀
公
園
内
を
中

心
と
し
た
場
所
に
出
店
を
希
望
し
、

遊
亀
通
り
に
出
店
し
た
場
合
は
交

通
規
制
が
解
除
さ
れ
る
度
に
片
付

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
間
を
嫌

い
、
数
店
の
出
店
の
み
と
な
り
、

祭
典
の
た
め
の
通
行
止
め
の
交
通

規
制
の
是
非
が
課
題
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
の
で
、
警
察
を
は
じ

め
関
係
機
関
等
こ
の
よ
う
な
現
状

を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
昨
年
は
最
終
日
の
五
日

に
遊
亀
公
園
付
近
に
お
い
て
、
暴

徒
化
し
た

少
年
等
の

不
法
行
為

に
よ
り
、

二
少
年
が

逮
捕
さ
れ

た
事
案
が

発
生
し
て

し
ま
い
、

翌
日
新
聞

報
道
さ
れ

る
な
ど
せ

っ
か
く
の

お
祭
り
ム

ー
ド
が
台

無
し
に
な

っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

　
実
行
委

員
会
と
し

ま
し
て
も

稲
積
神
社

と
そ
の
外

郭
団
体
、

地
域
住
民

の
方
々
、

甲
府
商
工

会
議
所
を

は
じ
め
と
し
た
各
種
機
関
、
団
体

等
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
祭

典
に
訪
れ
る
人
達
が
安
全
で
安
心

し
た
お
祭
り
が
楽
し
め
る
よ
う
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
正
ノ
木

祭
り
を
盛
り
上
げ
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 
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我
家
の
神
棚
祭
り 

窪
　
川
　
政
　
富 

事
務
局
長
　
保
　
坂
　
治
　
彦 

　
稲
積
神
社
と
の
出
会
い
は
、
今

は
亡
き
母
の
心
配
性
が
き
っ
か
け

で
し
た
。 

　
あ
る
日
、
韮
崎
の
占
い
師
を
尋

ね
る
途
中
、
偶
然
稲
積
神
社
が
目

に
止
ま
り
バ
ス
を
降
り
た
そ
う
で

す
。
わ
ら
を
も
掴
む
思
い
で
心
の

内
を
話
す
と
、
と
て
も
親
身
に
話

を
聞
い
て
頂
き
安
心
し
た
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
出
会
い
か
ら
、
事
あ
る
毎

に
先
代
宮
司
様
に
相
談
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

　
私
達
の
結
婚
式
も
境
内
に
創
設

さ
れ
た
参
集
殿
で
挙
げ
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
三
人
の
子
供

に
も
恵
ま
れ
、
三
人
共
、
宮
司
様

に
名
付
け
て
頂
き
ま
し
た
。 

　
我
が
家
は
建
設
業
と
い
う
仕
事

柄
、
何
か
に
つ
け
不
安
と
背
中
合

わ
せ
で
す
。 

　
宮
司
様
に
教
え
て
頂
い
た
、
旧

暦
の
お
正
月
で
あ
る
二
月
の
吉
日

に
現
場
の
安
全
、
家
内
安
全
を
祈

願
し
、
毎
年
お
祓
い
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
宮
司
様
に

今
年
の
方
位
や
動
向
を
伺
い
、
参

考
に
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

今
日
ま
で
無
事
に
仕
事
を
続
け
て

こ
れ
た
の
も
稲
積
神
社
の
お
か
げ

と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

　
又
、
我
が
家
で
は
月
初
に
神
棚

の
お
米
・
お
酒
・
お
塩
・
お
榊
を

新
し
く
取
り
替
え
、
前
の
お
酒
・

お
塩
は
敷
地
内
に
「
祓
い
給
え
、

清
め
給
え
」
と
唱
え
な
が
ら
ま
い

て
い
ま
す
。
毎
朝
お
榊
の
水
を
替

え
、
お
水
を
替
え
て
い
ま
す
。
時

に
は
忙
し
く
、
神
棚
に
向
か
え
な

い
時
も
あ
り
ま
す
が
、
ふ
と
思
い

出
し
、
神
棚
に
手
を
合
わ
せ
ま
す
。

そ
う
す
る
と
不
思
議
と
心
が
落
ち

つ
く
の
で
す
。 

　
宮
司
様
に
こ
ん
な
う
れ
し
い
言

葉
を
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。 

　
「
そ
の
せ
い
か
、
こ
の
家
に
入

っ
た
感
じ
が
と
て
も
落
ち
着
け
る

雰
囲
気
が
あ
り
ま
す
ね
。
」
と
。 

　
来
る
方
に
そ
ん
な
雰
囲
気
を
感

じ
て
も
ら
え
る
家
で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
私
は
崇
敬
会
に
、
息
子
は
崇
敬

青
年
会
に
入
会
し
、
活
動
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
数
々
の
行
事

へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
多
く
の
方
々

と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
崇
敬

会
で
の
出
会
い
で
、
私
の
心
は
豊

か
に
な
り
、
た
い
へ
ん
勉
強
に
な

る
こ
と
ば
か
り
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
縁
を
大
切
に

息
子
、
孫
の
代
へ
と
末
永
く
我
が

家
の
神
棚
祭
り
が
続
く
こ
と
を
心

よ
り
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

u
u

u
u

u
u

u
u

u
u

交
通
安
全
祈
願
祭
の
挙
行 

　
山
梨
県
高
速
道
路
交
通
安
全
協

議
会
（
会
長
石
原
行
彦
）
で
は
、

一
月
十
五
日
、
稲
積
神
社
に
お
い

て
山
梨
県
リ
ニ
ア
交
通
局
長
、
山

梨
県
警
察
交
通
部
長
、
高
速
道
路

交
通
警
察
隊
長
、
中
日
本
高
速
道

路
㈱
八
王
子
支
社
長
等
の
来
賓
を

招
き
、
役
員
、
会
員
な
ど
総
勢
九

十
名
が
出
席
し
、
盛
大
に
『
平
成

二
十
八
年
新
年
交
通
安
全
祈
願
祭
』

を
根
津
泰
昇
宮
司
様
の
お
導
き
の

下
で
挙
行
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
交
通
安
全
祈
願
祭
は
、
毎

年
一
月
に
高
速
道
路
に
関
連
す
る

機
関
、
団
体
の
方
々
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
年
の
高
速
道
路

に
お
け
る
交
通
事
故
防
止
と
交
通

安
全
を
祈
願
し
て
い
る
も
の
で
す
。 

　
当
協
議
会
は
、
高
速
道
路
に
お

け
る
交
通
安
全
思
想
を
普
及
す
る

と
共
に
交
通
事
故
の
抑
止
を
図
る

こ
と
等
を
目
的
と
し
て
昭
和
五
十

七
年
に
結
成
さ
れ
、
今
に
至
っ
て

お
り
ま
す
。
現
在
は
三
〇
〇
余
の

会
員
を
擁
し
、
春
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
を
は
じ
め
年
間
を
通
じ
、

山
梨
県
警
察
、
中
日
本
高
速
道
路

㈱
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
、

団
体
と
協
力
し
、
高
速
道
路
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
に
お
け
る
交
通
安
全

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を
中
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

　
平
成
二
十
七
年
中
、
県
内
高
速

道
路
に
お
け
る
交
通
事
故
の
状
況

は
、
死
亡
事
故
は
前
年
同
数
の
四

名
で
し
た
が
、
人
身
事
故
は
マ
イ

ナ
ス
九
件
の
八
十
七
件
、
負
傷
者

数
は
マ
イ
ナ
ス
八
名
の
百
六
十
六

名
、
物
件
事
故
は
マ
イ
ナ
ス
百
四

十
三
件
の
九
百
九
十
四
件
と
い
ず

れ
も
減
少
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も

平
素
か
ら
の
地
道
な
活
動
の
成
果

が
実
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 

　
ご
承
知
の
よ
う
に
高
速
道
路
は

物
流
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
巨
大
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
人

的
交
流
を
は
じ
め
、
文
化
、
情
報

等
の
流
通
に
も
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
が
、
反
面
、
一
瞬

の
不
注
意
に
よ
る
交
通
事
故
被
害

も
そ
の
高
速
性
か
ら
極
め
て
甚
大

な
も
の
に
な
り
ま
す
。 

　
現
在
、
山
梨
県
警
察
を
は
じ
め

と
し
て
高
速
道
路
に
お
け
る
安
全

運
転
の
た
め
、
高
速
道
路
の
利
用

者
に
対
し
、
「
し
っ
か
り
前
を
『
見

る
』
」
「
車
間
距
離
を
『
と
る
』
」

「
安
全
速
度
を
『
守
る
』
」
の
『
三

る
ー
る
励
行
運
転
』
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。 

　
来
春
に
は
、
中
部
横
断
道
路
の

全
面
開
通
に
よ
り
東
名
高
速
道
路

へ
の
接
続
が
容
易
に
な
り
、
よ
り

利
便
性
が
高
ま
り
ま
す
が
、
是
非

『
三
る
ー
る
励
行
運
転
』
に
務
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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恵
　
方
　
参
　
り 常

若
会
　
河
　
村
　
由
　
里 

靖
国
神
社
参
拝
の
旅 

伊
勢
講
々
元

小
　
野
　
　
　
忠 

　
山
梨
県
神
道
政
治
連
盟
（
総
代

会
長
小
尾
武
様
が
副
本
部
長
を
務

め
る
）
が
主
催
し
た
靖
国
参
拝
と

東
京
ソ
ラ
マ
チ
見
学
の
研
修
が
桜

が
満
開
宣
言
が
出
た
三
月
三
十
一

日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
神
社
か
ら
六
名
参
加
し
県
全
体

で
一
七
八
名
が
バ
ス
四
台
で
靖
国

神
社
に
参
拝
し
ま
し
た
。
参
拝
に

は
県
選
出
の
自
民
党
議
員
の
先
生

方
の
ほ
か
参
議
院
議
員
全
国
区
山

谷
え
り
子
前
国
務
大
臣
も
御
参
集

頂
き
英
霊
の
御
霊
に
参
拝
致
し
ま

し
た
。
明
治
維
新
以
降
の
国
事
で

尊
い
命
を
落
さ
れ
た
二
四
六
万
余

り
の
霊
を
合
祀
し
事
績
を
後
世
に

伝
え
て
い
る
靖
国
神
社
、
間
近
で

の
参
拝
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
し
た
。 

　
私
も
伯
父
二
名
が
昭
和
十
九
年

と
昭
和
二
十
年
に
戦
死
し
靖
国
神

社
に
祀
ら
れ
て
い
る
為
に
参
拝
の

た
び
に
二
名
の
冥
福
を
祈
っ
て
い

ま
す
。
国
の
為
に
命
を
捧
げ
た
人
々

の
お
陰
様
で
、
今
の
平
和
な
日
本

が
有
り
、
私
達
は
豊
か
さ
の
中
で

の
生
活
に
馴
れ
、
と
も
す
れ
ば
忘

れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。
で
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
事
で
す
。 

　
今
生
か
さ
れ
て
い
る
私
達
に
残

さ
れ
た
使
命
は
、
こ
の
よ
う
な
体

験
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
正

し
く
継
承
し
て
い
き
戦
没
者
す
べ

て
の
人
々
に
慰
霊
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
私
達
甲
府
の
バ
ス
は
東

京
ソ
ラ
マ
チ
に
移
動
し
七
Ｆ
の
江

戸
味
楽
茶
屋
そ
ら
ま
ち
亭
に
て
昼

食
を
と
り
そ
の
後
ソ
ラ
マ
チ
内
の

散
策
を
し
思
い
思
い
の
お
み
や
げ

を
購
入
し
一
路
甲
府
に
向
け
帰
路

に
就
き
ま
し
た
。
充
実
し
た
一
日

で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

　
二
月
十
四
日
、
十
五
日
と
稲
積

神
社
恵
方
参
り
の
旅
に
初
め
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
今
年
の
恵
方
は
南
南
西
。
静
岡

方
面
に
向
か
い
、
参
加
者
八
十
一

名
で
あ
い
に
く
の
冷
た
い
雨
が
降

る
甲
府
を
出
発
し
ま
し
た
。
雨
は

そ
の
後
も
降
り
や
ま
ず
、
益
々
嵐

の
よ
う
な
空
模
様
に
、

何
て
雨
男
と
雨
女
が

多
い
の
で
し
ょ
う
？

と
思
い
ま
し
た
が
目

的
地
の
富
知
六
所
浅

間
神
社
に
到
着
し
て
、

参
拝
が
終
る
頃
に
は

小
降
り
に
な
り
、
皆

様
の
日
頃
の
行
い
の

良
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
昨
年
秋
に
完
成
し

た
と
い
う
新
築
の
本

殿
は
木
の
良
い
香
り

に
包
ま
れ
、
清
々
し

い
雰
囲
気
の
中
お
参

り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

　
昼
食
の
後
に
世
界
遺
産
の
韮
山

反
射
炉
を
見
学
し
ま
し
た
。
近
代

鉄
鋼
業
発
祥
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

国
指
定
史
跡
に
も
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
、
日
本
の
も
の
づ
く
り

の
素
晴
ら
し
さ
を
垣
間
見
ま
し
た
。 

　
そ
の
夜
の
宿
は
西
伊
豆
ク
リ
ス

タ
ル
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
。
す
っ
か
り

天
気
も
回
復
し
、
海
に
沈
む
夕
日

は
と
て
も
美
し
く
感
動
し
ま
し
た
。 

　
翌
十
五
日
は
土
肥
港
か
ら
清
水

港
ま
で
フ
ェ
リ
ー
で
の
移
動
で
す
。

昨
日
の
悪
天
候
で
海
が
荒
れ
て
い

た
せ
い
か
、
船
酔
い
し
た
方
が
多

く
い
ら
し
た
よ
う
で
し
た
。 

　
陸
に
上
り
添
乗
員
さ
ん
も
元
気

に
な
っ
た
頃
、
静
岡
浅
間
神
社
に

到
着
し
ま
し
た
。 

　
神
部
神
社
・
浅
間
神
社
・
大
歳

御
祖
神
社
の
三
社
を
総
称
し
て
「
お

せ
ん
げ
ん
さ
ま
」
と
呼
ぶ
そ
う
で

す
。
正
式
参
拝
の
後
に
宮
司
様
の

お
話
と
お
神
酒
を
い
た
だ
き
、
大

拝
殿
や
社
殿
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
も
、
現
在
に
続
く
数
々
の

職
人
技
が
息
づ
い
て
い
ま
し
た
。 

　
立
春
を
過
ぎ
た
新
た
な
年
の
初

め
に
、
恵
方
参
り
が
で
き
て
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す
。
一
年
健
や
か

に
過
ご
せ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ご
計
画
く
だ
さ
い
ま
し
た
宮
司
様

は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
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稲
積
神
社
責
任
役
員 

　
　
　
齋
　
藤
　
　
　
茂
　
様 

 

　
第
六
項 

　
　
教
化
又
は
神
社
の
興
隆
に
功

　
　
労
の
あ
る
者 

      

　
今
年
は
暖
冬
で
あ
っ
た
冬
も
過

ぎ
、
桜
の
開
花
も
例
年
よ
り
早
ま

っ
た
。
花
冷
え
の
日
が
続
き
、
長

い
間
私
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
た
桜
満
開
な
平
成
二
十
八
年

四
月
一
日
。
稲
積
神
社
禰
宜
を
拝

命
致
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
も
偏
に
日
々
ご
指
導
頂
き

ま
し
た
宮
司
を
始
め
、
神
社
に
関

わ
る
皆
様
方
の
お
陰
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
こ
の
職
に
恥
じ
ぬ

よ
う
、
今
に
も
ま
し
て
神
明
奉
仕
・

中
執
り
持
ち
と
し
て
日
々
精
進
し

て
参
り
ま
す
の
で
変
わ
ら
ぬ
ご
指

導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
申
し
上
げ

ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

生
年
月
日 

　
昭
和
五
十
五
年
九
月
二
十
八
日 

趣
　
味 

　
釣
り
（
ル
ア
ー
） 

抱
　
負 

　
私
は
、
山
梨
で
生
ま
れ
育
ち
ま

し
た
。
一
昨
年
ま
で
東
京
都
調
布

市
に
鎮
座
し
ま
す
布
多
天
神
社
で

ご
奉
仕
し
て
お
り
、
こ
の
度
、
稲

積
神
社
で
権
禰
宜
と
し
て
ご
奉
仕

さ
せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
学
び
経
験
し
て
き

た
事
を
活
か
し
神
社
を
一
層
盛
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
精
進
し
て
い

く
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
皆
様
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

五
　
月
一
日 

二
日 

二
日 

三
日 

四
日 

五
日 

五
日 

十
五
日 

二
十
九
日 

六
　
月
一
日 

三
日 

十
五
日 

三
十
日 

七
　
月
一
日 

三
日 

十
五
日 

十
五
日 

八
　
月
一
日 

三
日 

十
五
日 

九
　
月
一
日 

三
日 

十
五
日 

十
　
月
一
日 

三
日 

八
日 

八
日 

十
五
日 

十
一
月
一
日 

三
日 

十
五
日 

二
十
三
日 

十
二
月
一
日 

三
日 

十
五
日 

三
十
一
日 

月

始

祭

 

献

木

祭

 

前

夜

祭

 

正
の
木
祭
例
大
祭 

二

之

祭

 

三

之

祭

 

成

就

祭

 

神

恩

感

謝

祭

 

御

田

植

祭

 

月

始

祭

 

月

次

祭

 

神

恩

感

謝

祭

 

夏

越

大

祓

 

月

始

祭

 

月

次

祭

 

神

恩

感

謝

祭

 

瘡

子

社

例

祭

 

月

始

祭

 

月

次

祭

 

神

恩

感

謝

祭

 

月

始

祭

 

月

次

祭

 

神

恩

感

謝

祭

 

月

始

祭

 

月

次

祭

 

金
比
羅
神
社
例
祭 

抜

穂

祭

 

神

恩

感

謝

祭

 

月

始

祭

 

月

次

祭

 

神

恩

感

謝

祭

 

新

嘗

祭

 

月

始

祭

 

月

次

祭

 

神

恩

感

謝

祭

 

年

越

大

祓

 

（
一
月
〜
六
月
）

（
一
月
〜
六
月
） 

（
五
月
〜
十
二
月
） 

表
紙
説
明 

  

一
金
拾
萬
円 

　
　
株
式
会
社
峰
岸
商
会 

　
　
代
表
取
締
役 

峰
岸
　
一
郎
様 

神
饌
所
・
装
束
室
雨
ど
い
工
事 

　
　
有
限
会
社
エ
ル
フ
ハ
ウ
ジ
ン
グ 

　
　
代
表
取
締
役 

丹
沢
　
孝
雄
様 

歌
碑
洗
浄 

　
　
㈱
や
お
き
（
エ
コ
ロ
ビ
ー
ム
） 

　
　
代
表
取
締
役 

藤
本
　
恭
司
様 

奉
　
納
　
者 

神
社
本
庁
設
立
七
十
周
年 

記
念
表
彰
受
賞
者 

〜
禰
宜
職
を
拝
命
し
て
〜 

禰
宜

根
　
津
　
佳
　
明 

渡
　
辺
　
　
　
僚 

新
職
員
紹
介 

表
　
彰
　
状 

あ
な
た
は
常
に
神
社
神
道
の
宣
揚
教
化
又
は 

神
社
の
興
隆
に
力
を
效
し
斯
道
の
た
め
に
寄
与 

せ
ら
れ
た
功
績
は
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す 

仍
て
茲
に
神
社
本
庁
設
立
七
十
周
年
記
念
式
典
に 

当
り
記
念
品
を
贈
呈
し
そ
の
功
績
を
顕
彰
し
ま
す 

平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日 

神
社
本
庁
総
裁
　

池
田
厚
子 

　
初
代
宮
司
輿
石
守
郷
先
生
の
歌

碑
で
す
。
先
生
は
天
保
八
年
二
月

に
北
巨
摩
で
生
ま
れ
、
建
岡
神
社

神
職
輿
石
森
喜
の
養
子
と
な
り
ま

し
た
。
堀
秀
成
、
落
合
直
澄
に
師

事
し
、
国
学
を
学
び
、
明
治
八
年

一
宮
浅
間
神
社
に
主
典
と
な
り
、

明
治
十
九
年
稲
積
神
社
神
官
に
任

ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
後
に
伊
藤
学
園

の
伊
藤
う
た
先
生
に
依
頼
さ
れ
現

清
和
高
校
の
初
代
校
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
歌
碑
は
大
正
四
年
十
二
月

建
立
で
す
の
で
百
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
機
会
に
甲
府
商
工
会

議
所
の
献
木
祭
で
榊
を
植
樹
し
整

備
し
て
参
り
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
歌 

　
う
き
を
の
み
か
ぞ
へ
て 

　
　
　
何
か
な
げ
く
ら
む 

　
た
の
し
と
思
へ
婆
楽
し
か
ら
ん 

 

（
悲
し
み
や
寂
し
さ
ば
か
り
を
数

え
て
嘆
い
て
何
に
な
る
と
い
う
の

か
、
楽
し
い
と
思
い
ま
し
ょ
う
よ
、

楽
し
い
人
生
な
の
だ
か
ら
） 

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

M
M

エコロビームによる歌碑の洗浄 
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月日曜 行　　　　　程 食事 

10／ 

（日） 
23 

10／ 

（月） 
24 
 

甲府各地 ＝＝＝＝《中央道～長野道》＝＝＝＝ 深志神社［正式参拝］＝＝＝＝ 扇沢駅 

＋＋＋＋＋ 黒部ダム・・・・黒部湖 ＋＋＋＋＋ 黒部平～～～～ 大観峰 ＋＋＋＋＋ 室堂［昼食］　　　 

＝＝＝＝ 美女木 ＋＋＋＋＋ 立山 ＝＝＝＝ 宇奈月温泉（泊） 

宇奈月温泉 ＝＝＝＝ 宇奈月駅 ＋＋＋＋＋ 欅平駅［散策］＋＋＋＋＋ 宇奈月駅 ＝＝＝＝ 

＝＝＝＝ 宇奈月［昼食・海産物ショッピング］＝＝＝＝ 

＝＝＝＝《北陸道～上信越道～長野道～中央道》＝＝＝＝ 甲府各地 

朝 － 
昼 ○ 
夕 ○ 

朝 ○ 
昼 ○ 
夕 － 

◎旅行実施予定日：平成28年10月23日（日）～24日（月） 
◎募集人員：120名（最少催行80名）　　◎旅行代金：39,000円 
◎行　程 

◎ご宿泊：10/23（日）富山　宇奈月温泉「延対寺荘」　電話0765-62-1234 
◎添乗員が同行いたします。 

　 

  
　
安
産
祈
願
は
神
様
に
参
詣
し
懐

妊
の
報
告
と
無
事
出
産
を
祈
願
す

る
行
事
で
す
。 

　
戌
の
日
が
選
ば
れ
る
の
は
犬
が

安
産
で
あ
っ
た
た
め
犬
に
あ
や
か

っ
て
戌
の
日
に
祈
願
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
近
年
は
ご
都
合
の

良
い
日
を
吉
日
と
定
め
お
参
り
な

さ
る
方
も
多
く
な
り
ま
し
た
。 

　 

  

　
当
神
社
で
の
ご
祈
願
は
、
ど
な

た
で
も
お
受
け
に
な
れ
ま
す
。 

　
ま
ず
、
社
頭
に
て
受
付
用
紙
に

願
事
・
住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
の
上
、

御
神
前
に
て
神
職
の
中
執
り
持
ち

に
よ
り
神
様
に
願
事
を
お
聞
き
い

た
だ
く
ご
祈
祷
を
い
た
し
ま
す
。 

　
そ
の
後
、
境
内
の
御
神
木
の
下

に
鎮
り
ま
す
「
見
守
り
石
」
に
、

ご
本
人
様
が
手
を
か
ざ
し
、
一
心

に
願
い
を
か
け
祈
る
こ
と
に
よ
り

「
見
守
り
石
」
か
ら
の
御
力
を
授

け
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　
大
神
様
に
感
謝
す
る
こ
と
に
よ
り
、

御
力
を
戴
き
、
日
々
が
よ
り
よ
い

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ

う
に
ご
祈
願
く
だ
さ
る
こ
と
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。 

　 

  

　
初
宮
祈
願
（
お
宮
参
り
）
は
、

無
事
出
産
を
終
え
た
こ
と
を
神
様

に
感
謝
、
奉
告
を
し
健
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
を
祈
り
願
う
行
事
で
す
。 

　
伝
統
的
に
は
、
男
の
子
は
生
後

三
十
一
日
、
女
の
子
は
三
十
三
日

に
お
参
り
す
る
の
が
習
わ
し
で
す
が
、

現
在
で
は
、
お
子
様
の
健
康
、
或

は
お
母
様
の
体
調
な
ど
に
よ
り
、

生
後
一
ヶ
月
か
ら
三
ヶ
月
位
に
行

う
方
も
多
く
な
り
ま
し
た
。 

　
何
れ
も
、
ご
家
族
様
の
都
合
の

合
う
日
を
選
び
、
お
参
り
さ
れ
る

と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

平成28年　戌（いぬ）の日カレンダー 
５月 
６月 
７月 
８月 
９月 
10月 
11月 
12月 

４日（水）赤口　16日（月）先勝　28日（土）先勝 
９日（木）先負　　　　　　　　　21日（火）先負 
３日（日）先負　15日（金）大安　27日（水）大安 
８日（月）赤口　20日（土）赤口 
１日（木）友引　13日（火）友引　25日（日）友引 
７日（金）先負　19日（水）先負　31日（月）仏滅 
　　　　　　　　12日（土）仏滅　24日（木）仏滅 
６日（火）赤口　18日（日）赤口　30日（金）先勝 

深志神社参拝と立山黒部アルペンルート横断　黒部渓谷鉄道に乗る 
立山をダイナミックに横断し、宇奈月温泉に宿泊する１泊２日の旅 

稲
積
神
社
甲
府
伊
勢
講 

※交通事情等の関係や参拝神社の都合により行程が変更になる場合もございます。 

　今年の稲積神社甲府伊勢講千社参りの集いは、特別企画『立山横断と宇奈月温泉に泊る旅』を企画いたしま
した。長野県の扇沢より、富山県の黒部へ抜ける「立山黒部アルペンルート」をダイナミックに横断。 
　また、パワースポットで有名な「深志神社」へと正式参拝いたします。 
ご家族ご友人皆様お誘い合わせの上、多数ご参加いただきますようご案内申し上げます。 

（
見
守
り
石
） 

初宮祈願　授与品 

みまもり石 
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会
長
　
丹
　
澤
　
起
恵
子 

　
時
が
経
つ
の
が
早
く
婦
人
会
も

二
十
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
格
言
の
軛
十
年
ひ
と
昔
軣

と
言
い
ま
す
が
、
早
く
も
ふ
た
昔

に
な
り
、
記
憶
に
乏
し
い
私
達
で

す
が
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
こ
と
は
、

先
代
の
成
雄
宮
司
様
か
ら
の
「
敬

神
婦
人
会
を
立
ち
上
げ
て
欲
し
い
」

と
い
う
強
い
希
望
に
よ
り
、
横
森

会
長
の
元
、
平
成
八
年
に
設
立
が

叶
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在

会
員
数
は
五
十
余
名
お
り
ま
す
。 

　
行
事
と
し
ま
し
て
は
、
正
ノ
木

祭
へ
の
協
力
、
樽
酒
を
参
拝
者
に

振
る
舞
う
行
事
が
念
願
で
あ
っ
た

先
代
宮
司
様
の
ご
意
思
を
大
切
に

二
十
年
間
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な

ら
な
い
と
、
気
持
ち
を
引
き
締
め

て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
祭

中
の
バ
ザ
ー
も
順
調
で
売
り
上
げ

て
お
り
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
、

会
員
の
ご
苦
労
に
よ
り
成
果
を
上

げ
て
お
り
ま
す
。
一
年
に
一
度
の

研
修
会
は
、
宮
司
様
の
講
演
、
日

帰
り
で
神
社
・
仏
閣
を
巡
り
正
式

参
拝
な
ど
を
し
て
お
り
ま
す
。 

　
敬
神
婦
人
会
の
全
国
大
会
に
は

各
地
で
開
催
さ
れ
る
大
会
に
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
県
の
敬
神
婦

人
の
方
達
と
絆
と
和
を
共
に
す
る

機
会
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
横

森
様
、
塩
島
様
の
後
を
引
き
継
ぎ

私
も
会
長
と
い
う
大
役
を
仰
せ
つ

か
り
前
会
長
様
達
に
恥
ら
う
こ
と

な
く
、
行
事
を
全
う
し
、
こ
れ
か

ら
も
敬
神
婦
人
会
を
盛
り
上
げ
て

い
く
所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
変
わ
り

な
く
皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

敬
神
婦
人
会
設
立
二
十
周
年 

Ｈ８年４月 稲積神社敬神婦人会設立　会長　横森満洲子 
Ｈ11年 講習会　牛乳パックのイス作り 
Ｈ12年 参集殿トイレリフォーム奉納 
Ｈ13年４月 稲積神社400年事業　神殿屋根竣工祭 
　　　７月 象さんのタオル作り 
Ｈ14年３月 ハンカチのピエロ作り 
Ｈ15年７月 料理教室 
Ｈ16年 ５円玉でカメの根付作り 
Ｈ17年８月 ふくろう御守　講習会 
Ｈ18年３月26日 敬神婦人会設立十周年記念式典 
Ｈ19年９月 全国総代会応援　かき氷コーナー 
Ｈ20年４月 会長　塩島はる子 
　　　７月 伊勢山皇大神宮参拝と中華街にて食事 
　　　８月 ㈱板山松竹堂 板山和正氏講演「健康と美容」 
Ｈ21年７月 寒川神社参拝　鎌倉散策 
Ｈ22年７月 富岡八幡宮参拝　浅草散策 
Ｈ23年４月 会長　丹澤起恵子 
　　　５月 東日本大震災の為バザーの売上より義援金へ寄付 
　　　７月 講演会　神社境内社について（宮司） 
　　　９月 箭弓稲荷神社　川口氷川神社参拝 
Ｈ24年７月 武田八幡宮　建部神社参拝と壬生うどん 
Ｈ25年５月 大神社展（東京国立博物館） 
 ＮＨＫスタジオパーク見学 
Ｈ26年５月 深志神社参拝と松本城、町並散策 
Ｈ27年６月 靖国神社参拝と銀座散策 

新年会 

武田八幡神社 

正ノ木祭り　バザー開催 

松本　深志神社　宮司様と共に 

鶴岡八幡宮 設立10周年記念碑建立 




